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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
声
・
歌
・
こ
と
ば
の
力

は
な
す
、
聞
く
、
そ
し
て
、
見
る
、
触
れ
る
伝
承

齊　

藤　
　

純　

は
じ
め
に

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
筆
者
の
役
割
は
『
こ
と
ば
の
世
界　

第
３
巻　

は

な
す
』
を
踏
ま
え
、
展
望
を
述
べ
る
こ
と
だ
っ
た
。
筆
者
は
同
巻
に
「
伝

説
と
観
光
」
を
執
筆
し
て
い
た
。
こ
の
巻
は
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
伝
説
・
世

間
話
・
現
代
伝
説
を
扱
う
。
そ
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
り
、
思
い
つ
く
ま

ま
キ
ー
ワ
ー
ド
を
あ
げ
て
も
、
歴
史
、
信
仰
、
災
害
伝
承
、
英
雄
・
偉
人

伝
承
、
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
間
、
噂
、
定
型
、
関
係
性
、

笑
話
、
江
戸
文
学
、
色
話
、
怪
談
、
動
物
、
現
代
、
都
市
、
飲
食
、
セ
ッ

ク
ス
、
車
、
海
外
旅
行
、
政
治
家
、
偏
見
、
異
文
化
理
解
等
々
と
様
々
だ
。

　

こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
、
論
点
す
べ
て
に
ふ
れ
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な

い
。
こ
こ
で
は
、
拙
稿
で
論
じ
た
桃
太
郎
話
の
伝
説
化
と
古
い
伝
説
の
変

容
を
瞥
見
し
、
説
話
は
「
は
な
す
」「
聞
く
」
だ
け
で
な
く
、「
見
る
」
も

の
、
さ
ら
に
、
説
話
の
舞
台
に
身
を
置
く
な
ど
、
体
で
「
触
れ
る
」
も
の

で
あ
り
、
総
じ
て
体
感
さ
れ
る
も
の
と
い
う
側
面
を
指
摘
し
た
い
。

　

つ
い
で
、
筆
者
が
関
心
を
持
つ
「
法
螺
抜
け
」
伝
承
、
す
な
わ
ち
法
螺
貝

が
大
地
を
抜
け
て
天
変
地
異
が
起
き
た
と
い
う
伝
承
を
取
り
上
げ
、
こ
の
モ

チ
ー
フ
が
歴
史
伝
承
や
伝
説
、
世
間
話
、
ま
た
、
か
つ
て
の
現
代
伝
説
と
し

て
語
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
が
旅
人
に
聞
き
と
ら
れ
て
名
所
を
作
り
、

あ
る
い
は
災
害
の
噂
と
し
て
怖
れ
ら
れ
、
瓦
版
に
な
っ
て
評
判
に
な
る
様

子
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
説
話
の
伝
承
の
諸
相
を
通
覧
し
た
い
。

　
一
、
猿
橋
の
桃
太
郎
か
ら

　
「
伝
説
と
観
光
」
で
、
筆
者
は
山
梨
県
大
月
市
猿
橋
の
桃
太
郎
伝
説
を

取
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
桃
太
郎
が
犬
目
・
鳥
沢
・
猿
橋
と
い
う
土
地
で

犬
・
雉
・
猿
に
出
会
い
、
付
近
の
岩
殿
山
の
鬼
を
退
治
し
た
と
い
う
伝
説

で
あ
る
。
多
く
の
方
が
想
像
さ
れ
る
通
り
、
標
準
的
な
桃
太
郎
話
が
特
定

の
土
地
に
結
び
つ
い
た
話
で
あ
る
。
そ
の
紹
介
と
考
証
を
通
し
、
筆
者
は

次
の
よ
う
な
伝
説
成
立
の
過
程
を
跡
づ
け
た

（
１
）。

　

た
ま
た
ま
甲
州
街
道
に
犬
目
・
鳥
沢
・
猿
橋
の
宿
が
並
ん
で
い
た
。
こ

の
連
続
に
つ
い
て
、
桃
太
郎
話
を
知
る
者
が
鬼
退
治
の
道
中
に
見
立
て
、

「
桃
太
郎
こ
こ
ら
で
伴
や
連
れ
に
け
ん
、
犬
目
・
鳥
沢
・
猿
橋
の
宿
」
と

い
う
狂
歌
を
作
っ
た
。
名
所
・
猿
橋
と
桃
太
郎
を
取
り
合
わ
せ
る
趣
向
は

評
判
に
な
っ
た
ら
し
く
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
鉄
道
（
現
・

Ｊ
Ｒ
中
央
線
）
開
通
ま
で
に
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
鉄

道
開
通
後
、
猿
橋
名
物
の
一
つ
と
し
て
、
歌
に
因
む
桃
太
郎
餅
が
作
ら
れ

た
。
餅
は
そ
れ
な
り
に
宣
伝
さ
れ
、
猿
橋
付
近
と
桃
太
郎
の
関
係
づ
け
は
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さ
ら
に
進
む
。
一
方
、
岩
殿
山
に
は
修
験
の
山
と
し
て
の
歴
史
が
あ
り
、

山
麓
の
円
通
寺
は
中
世
に
本
山
派
の
修
験
寺
院
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
こ

の
霊
山
に
は
、
古
い
地
主
神
と
し
て
鬼
の
活
動
を
語
る
伝
説
が
伝
え
ら
れ

て
い
た
。
や
が
て
、
大
正
時
代
を
経
て
昭
和
の
初
め
ま
で
に
、
桃
太
郎
は

こ
の
鬼
伝
説
と
も
結
び
つ
く
。
こ
う
し
て
、
桃
太
郎
が
岩
殿
山
で
鬼
退
治

を
し
た
と
い
う
、
具
体
的
な
土
地
を
舞
台
と
し
た
伝
説
も
語
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
昔
話
の
桃
太
郎
が
特
定
の
土
地
に
結
び
つ
く
過
程
で
あ
る
。

だ
が
、
同
じ
事
態
を
、
鬼
伝
説
な
ど
、
在
来
の
伝
承
か
ら
見
れ
ば
、
伝
説

が
時
代
に
適
応
し
て
「
生
き
残
っ
て
い
く
」
姿
で
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
伝
説
が
「
生
き
残
る
」
と
い
う
の
は
、
あ
た
か
も
説
話
に

意
志
や
本
能
が
あ
る
か
の
よ
う
な
表
現
だ
。
た
し
か
に
、
こ
う
し
た
比

喩
的
な
概
念
に
よ
り
、
説
話
を
主
体
に
す
え
て
歴
史
や
文
化
を
と
ら
え

る
、
口
承
文
芸
研
究
独
自
の
ま
な
ざ
し
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
高
く

評
価
し
、
継
承
す
べ
き
視
点
で
あ
る
。
が
、
一
方
で
、
人
々
の
説
話
へ
の

関
与
と
い
う
事
実
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
つ
ま
り
、
人
間
が
そ
の
活
動

に
よ
っ
て
説
話
を
適
応
さ
せ
「
生
き
残
ら
せ
る
」
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は

「
生
か
し
残
す
」
と
い
っ
た
方
が
明
確
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
観
点
を
意
識
し
て
説
話
を
見
る
と
、
説
話
に
関
わ
る
、
人
々

の
様
々
な
行
動
が
浮
上
す
る
。
そ
の
行
動
が
ま
た
、
説
話
の
様
々
な
側
面

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る

（
２
）。

猿
橋
で
観
光
を
契
機
と
し
て

桃
太
郎
話
の
伝
説
化
や
在
来
の
伝
説
の
適
応
が
進
ん
だ
の
は
、
注
目
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
説
話
は
一
面
で
「
見
た
く
な
る
も
の
」
で
、

可
能
な
ら
ば
そ
の
場
所
に
立
っ
て
立
体
的
に
「
体
験
し
た
く
な
る
も
の
」

で
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
を
望
む
人
々
に
、
地
域
が
説
話

の
場
所
を
提
供
し
た
。
す
な
わ
ち
観
光
に
利
用
で
き
た
の
で
あ
る
。

二
、
法
螺
抜
け
伝
承
の
展
開

（
一
）
今
切
の
法
螺
抜
け
伝
承

　

法
螺
抜
け
伝
承
で
、
近
世
以
来
有
名
な
の
は
、
静
岡
県
新
居
町
の
今

切
の
事
例
だ
ろ
う
。
今
切
は
中
世
の
災
害
で
海
岸
が
切
れ
、
浜
名
湖
が

海
と
つ
な
が
っ
た
所
で
あ
る
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）、
東
海
道
を
旅

し
た
林
羅
山
は
、
当
地
の
「
古
老
」
か
ら
、「
中な

か
ご
ろ比

」
多
数
の
法
螺
貝
が

山
を
抜
け
て
海
に
入
り
、
こ
う
し
た
地
形
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
を
聞

い
た
。
羅
山
は
こ
れ
を
『
丙
辰
紀
行
』
に
記
す
。
そ
の
後
、
寛
文
十
年

（
一
六
七
〇
）、
林
羅
山
・
林
鵞
峰
が
編
ん
だ
史
書
『
本
朝
通
鑑
』
は
、
本

伝
説
を
永
正
・
庚
午
七
年
（
一
五
一
〇
）
八
月
壬
子
（
二
十
八
）
日
の
条

に
記
載
し
た

（
３
）。「

中な
か
ご
ろ比

」
と
い
う
曖
昧
な
過
去
に
年
代
が
与
え
ら
れ
、
歴

史
伝
承
の
性
格
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
の
山
鹿
素
行
『
海
道
日
記
』
な
ど
多

く
の
紀
行
文
が
今
切
の
法
螺
抜
け
を
取
り
上
げ
た

（
４
）。

ま
た
、
万
治
年
間

（
一
六
五
八
～
六
一
）
の
『
東
海
道
名
所
記
』、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

の
『
東
海
道
名
所
図
会
』
な
ど
、
名
所
記
・
名
所
図
会
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

本
伝
説
は
旅
人
の
関
心
を
ひ
き
、
遺
跡
の
今
切
は
見
物
す
べ
き
街
道
の
名

所
に
な
り
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
も
こ
れ
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に
言
及
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
人
見
必
大
『
本
朝
食
鑑
』
な
ど

本
草
書
に
記
載
さ
れ
、
伝
説
が
学
門
上
の
標
本
や
考
証
の
事
例
と
い
う
扱

い
も
受
け
る
よ
う
に
な
る

（
５
）。

（
二
）
歴
史
伝
承
・
小
名
所

　

法
螺
抜
け
は
今
切
以
外
に
も
例
が
あ
る
。
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）

の
地
誌
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
は
、「
慶
長
十
九
年
五
月
大
雨
ふ
り
し
時
」、

薦
野
村
（
福
岡
県
古
賀
市
）
の
裏
山
が
崩
れ
て
三
つ
の
法
螺
貝
が
現
れ
、

「
今
に
其
跡
あ
り
」
と
記
す
。
地
誌
の
記
載
よ
り
約
九
〇
年
前
の
歴
史
伝

承
で
、
そ
の
遺
跡
も
残
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
場
所
が
小
さ
な
名
所
に
も
な
っ
て
い
る
。
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
）『
岩
津
町
誌
』
を
見
る
と
、
愛
知
県
岡
崎
市
の
真
福
寺
境
内

に
、
昔
、
伊
勢
湾
か
ら
地
下
を
潜
っ
て
来
っ
た
法
螺
貝
が
七
日
七
夜
鳴
動

し
て
昇
天
し
た
跡
が
あ
る
と
記
す
。
真
福
寺
に
行
く
と
、
門
前
の
境
内
案

内
図
に
「
ほ
ら
貝
の
穴
」
も
描
か
れ
、
現
地
に
は
「
ホ
ラ
貝
の
穴
」
の
立

札
が
立
っ
て
い
る

（
６
）。

（
三
）
噂
・
世
間
話

　

法
螺
抜
け
は
現
実
味
の
あ
る
噂
や
世
間
話
と
し
て
も
話
さ
れ
る
。
大
正

元
～
二
年
（
一
九
一
二
～
一
三
）
成
立
と
推
定
さ
れ
る
『
賤
機
村
誌
』
を

見
る
と
、
静
岡
市
賤
機
で
は
「
子
年
ノ
荒
」
と
い
う
大
洪
水
が
記
憶
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
は
安
倍
川
の
奥
山
か
ら
「
法
螺
ノ
貝
」
が
出
て
「
山
津
浪
」

に
な
っ
た
も
の
と
い
う
。
さ
ら
に
「
安
倍
奥
山
ノ
字
大
ま
ヽ
ト
云
フ
所
ニ

尚
一
ツ
ノ
法
螺
ノ
貝
ア
リ　

後
世
大
洪
水
ノ
惨
害
ル
ベ
シ
ト
云
ヘ
リ
」
と
、

法
螺
抜
け
に
よ
る
将
来
の
危
険
を
人
々
は
予
想
し
て
い
る
。

（
四
）
瓦
版
あ
る
い
は
現
代
伝
説

　

法
螺
抜
け
は
瓦
版
の
題
材
に
も
な
っ
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七

月
二
〇
日
夕
、
東
京
の
道
灌
山
で
土
砂
崩
れ
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
か
ら

間
も
な
く
、
こ
れ
を
法
螺
貝
の
昇
天
に
よ
る
も
の
と
す
る
瓦
版
が
出
版
さ

れ
て
い
る

（
７
）。

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
回
路
と
し
た
伝
達
で
、
当
時
の
現
代
伝

説
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
法
螺
貝
が
抜
け
た
と
い
う
跡
を
、

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月
に
伊
藤
晴
雨
が
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
伊

藤
の
『
江
戸
と
東
京　

風
俗
野
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
見
る
と
、

「
法
螺
貝
の
穴
」
の
前
に
見
物
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
説
話
の
現
場
を
見
た

い
、
そ
こ
に
立
ち
た
い
、
と
い
う
人
々
の
存
在
を
よ
く
示
す
図
で
あ
る
。

　
三
、
説
話
体
験
へ
の
欲
求

　

以
上
、
法
螺
抜
け
伝
承
を
通
し
、
説
話
の
伝
え
方
、
受
け
取
り
方
の
諸

相
を
通
覧
し
た
。
な
か
で
も
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
説
話
が
評
判
に

な
っ
て
見
物
人
が
集
ま
る
現
象
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
具
体
的
な
土
地
に
即

し
た
説
話
の
展
開
が
、
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
は
伝
説
や
世
間
話
と
い
っ
た
、
現
実
世
界
と
つ
な
が
っ
た
説
話

に
際
立
つ
現
象
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
昔
話
の
よ
う
に
「
む
か
し
む
か
し
」



147

「
あ
る
と
こ
ろ
」
の
説
話
で
も
、
こ
れ
に
通
底
す
る
よ
う
な
現
象
が
見
つ

か
る
。

　

た
と
え
ば
、
筆
者
が
調
査
中
の
桃
太
郎
伝
説
が
そ
う
だ
。
ま
た
、
猿
橋

の
伝
説
の
成
立
と
先
後
関
係
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
に
伴
う
か
の
よ
う
に
、

大
月
市
に
近
い
都
留
市
な
ど
で
、
身
近
な
土
地
を
舞
台
に
し
た
桃
太
郎
話

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
猿
橋
と
桃
太
郎
の
取
り
合
わ
せ
が
人
々
の
連
想
を

刺
激
し
、
こ
う
し
た
語
り
方
を
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
昔
話
を
す
る
人
も
い
た
の
で
あ
る
。
先
に

紹
介
し
た
猿
橋
の
桃
太
郎
の
狂
歌
が
、
そ
も
そ
も
現
実
の
土
地
に
見
立
て

た
昔
話
の
要
約
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

昔
話
の
語
り
方
と
し
て
、
身
近
な
土
地
に
即
し
た
語
り
が
あ
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。『
こ
と
ば
の
世
界　

第
１
巻　

つ
た

え
る
』
の
「
越
境
す
る
口
承
文
芸
」
で
、
伊
藤
清
司
氏
は
「
熊
と
兎
の
話
」

「
呪
宝
聴
耳
」「
幸
運
な
男
子
」
な
ど
の
昔
話
が
具
体
的
な
土
地
に
関
わ
っ

て
語
ら
れ
て
い
る
例
を
指
摘
し
た
。
伊
藤
氏
は
、
こ
の
現
象
を
「『
己

お
の
れの

話
』
化
」
あ
る
い
は
「
郷
土
化
」「
土
着
化
」
と
呼
ん
で
い
る
（
伊
藤　

二
〇
〇
七
）。
こ
れ
は
海
外
説
話
の
土
着
化
の
類
似
例
と
い
う
扱
い
だ
が
、

昔
話
を
各
自
の
身
近
な
世
界
で
展
開
さ
せ
た
い
と
い
う
、
人
々
の
欲
求
の

現
れ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
、
小
澤
俊
夫
氏
に
よ
る
と
、
昔
話
は
「
む
か
し
む
か
し
」「
あ
る

と
こ
ろ
の
」
の
話
で
は
あ
る
が
、
語
り
手
・
聞
き
手
の
心
に
は
、
時
代
・

場
所
に
つ
い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
人
は

「
昔
ば
な
し
を
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
の
風
景
や
食
べ
も
の
や
習
慣

に
し
た
が
っ
て
造
形
」
し
て
お
り
、「
あ
る
話
を
頭
の
中
で
場
面
と
し
て

思
い
浮
か
べ
る
と
き
、
ご
く
自
然
な
状
態
な
ら
ば
、
自
分
の
な
れ
し
た
し

ん
で
き
た
風
景
や
小
道
具
を
も
っ
て
そ
の
場
面
を
構
成
す
る
か
ら
」
と
い

う
（
小
澤　

一
九
八
三
）。
小
澤
氏
の
指
摘
は
、
母
国
語
と
し
て
の
昔
話

は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
原
風
景
」
で
把
握
さ
れ
る
と
い
う
文
脈
で
の
も
の
だ
が
、

本
稿
の
論
点
と
の
関
連
で
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
昔
話
の
イ
メ
ー
ジ

の
具
体
化
が
、
言
葉
と
し
て
外
に
現
れ
る
と
、
特
定
の
土
地
に
即
し
て
語

ら
れ
た
昔
話
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

説
話
を
話
し
、
聞
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
舞
台
を
見
た
い
、
そ
こ
に
立

ち
た
い
と
い
う
人
々
の
願
望
は
、
無
視
し
え
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
ま

た
、
そ
う
し
た
欲
求
を
喚
起
す
る
力
が
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
説
話
に
そ

な
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

筆
者
は
「
伝
説
と
観
光
」
を
扱
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
研
究
が
、

説
話
の
観
光
化
・
商
業
化
・
現
代
性
な
ど
の
追
求
で
終
わ
る
の
は
、
や
は

り
物
足
り
な
い
。
自
戒
の
意
味
も
込
め
て
記
す
の
だ
が
、
口
承
文
芸
研
究

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
通
じ
て
露
頭
す
る
、
説
話
の
あ
ら
た
な
特

性
の
把
握
に
つ
な
げ
た
い
も
の
で
あ
る
。

注（
１
） 
詳
し
く
は
（
齊
藤　

二
〇
〇
七
）
参
照
。

（
２
） 
説
話
の
「
創
造
」
に
注
目
す
る
と
、
い
っ
そ
う
人
間
の
活
動
が
浮

き
彫
り
に
な
る
。
こ
う
し
た
観
点
は
（
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞　

二
〇
〇
五
）
参
照
。
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（
３
） 

今
切
の
成
立
時
期
に
は
昔
か
ら
諸
説
が
あ
る
が
、
永
正
七
年
八
月

二
十
八
日
と
す
る
も
の
に
軍
記
『
足
利
季
世
記
』
が
あ
る
。
本
書

は
『
本
朝
通
鑑
』
の
引
用
書
目
に
あ
が
り
、
こ
う
し
た
文
献
で
法

螺
抜
け
の
時
期
を
比
定
し
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿
で
言
及
す

る
資
料
の
詳
細
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
発
表
レ
ジ
ュ
メ
に

本
文
・
出
典
等
を
掲
載
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
） 

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
貝
原
益
軒
『
吾
妻
路
之
記
』、
宝
暦
十
年

（
一
七
六
〇
）
安
倍
泰
邦
『
東
行
話
説
』、宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）

三
浦
迂
斉
『
東
海
済
勝
記
』、
安
永
～
天
明
末
（
一
七
七
二
～

一
七
八
九
）
百
井
塘
雨
『
笈
埃
随
筆
』、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

茅
原
元
常
『
東
藩
日
記
』
等
。
な
か
に
は
『
丙
辰
紀
行
』
と
内
容
・

文
章
が
類
似
す
る
も
の
も
。
ま
た
、
典
拠
不
明
だ
が
貝
原
益
軒
な

ど
今
切
成
立
「
明
応
八
年
」
説
を
記
す
も
の
も
あ
る
。

（
５
） 

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』、
正
徳
二
年

（
一
七
一
二
）
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』。
ま
た
、
今
切
以
外

や
一
般
的
な
法
螺
抜
け
に
言
及
す
る
も
の
に
、
享
和
三
～
文
化
三

年
（
一
八
〇
三
～
〇
六
）
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』、
天
保
二

年
（
一
八
三
一
）
武
井
周
作
『
魚
鑑
』、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

山
本
亡
羊
『
百
品
考
』
等
。

（
６
） 

た
だ
し
、
立
札
の
説
明
は
以
下
の
通
り
。「
ホ
ラ
貝
の
穴　

往
古
此

の
地
帯
ま
で
海
で
あ
っ
た
た
め
か
、
こ
の
穴
よ
り
ホ
ラ
貝
が
掘
り
出

さ
れ
、
こ
の
貝
を
吹
き
進
軍
す
れ
ば
、
勝
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

と
古
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
穴
中
に
地
蔵
尊
を
祭
る
。」
な
お
、
宝

暦
二
年
（
一
七
五
二
）「
三
河
国
額
田
郡
真
福
寺
年
序
」
に
、
あ
る

石
塔
が
「
本
堂
の
螺
貝
穴
ノ
辺
ニ
有
リ
シ
由
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

（
７
） 

詳
し
く
は
（
齊
藤　

二
〇
〇
三
）
参
照
。
瓦
版
や
伊
藤
晴
雨
の
ス

ケ
ッ
チ
も
こ
れ
に
掲
載
し
た
。
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史
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会
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